
多
様
な
世
代
の
快
適
な
暮
ら
し
を
支
え
る
団
地
へ

　
施
工
の
ポ
イ
ン
ト
　
　
　

工
程
組
み
替
え
労
務
不
足
に
対
応

工
　

事
　

概
　

要

安心して住まい続けられるまちづくり

独立行政法人都市再生機構
東日本賃貸住宅本部
ストック事業推進部　

担当部長　岩田　英之

コンフォール和光西大和３号棟　完成
（６）（第３種郵便物認可） ２０２３年　（令和５年）　８月１０日　（木曜日）

　
都
市
再
生
機
構
が
埼
玉
県

和
光
市
の
賃
貸
住
宅
団
地

﹁
コ
ン
フ


ル
和
光
西
大

和
﹂
内
で
建
て
替
え
を
進
め

て
い
た
コ
ン
フ


ル
和
光

西
大
和
３
号
棟
・
４
号
棟
が

完
成
し
た

３
号
棟
は
１
１

８
戸

４
号
棟
は

戸
の
Ｒ

Ｃ
造
８
階
建
て
の
集
合
住
宅

で

さ
ま
ざ
ま
な
世
代

ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
対
応
し
た

多
様
な
住
戸
プ
ラ
ン
を
提
供

す
る

設
計
は
２
棟
と
も
山

・
集
研
設
計
Ｊ
Ｖ

監
理
は

日
東
設
計
事
務
所
が
担
当


施
工
は
３
号
棟
を
大
成
ユ


レ

ク

４
号
棟
を
ナ
カ
ノ

フ
ド

建
設
が
手
が
け
た


北面外観

住戸内観

エキスパンションジョイント部

エントランスホール

北西面外観

集会場外観＋プレイロット 集会場内観

■工　　事　　名　　称：西大和団地（建替）第Ⅱ期第１住宅建築その他工事
■工　　事　　場　　所：埼玉県和光市西大和団地－６他
■発　　注　　者：独立行政法人都市再生機構東日本賃貸住宅本部
■構　　　　造：ＲＣ造
■階　　　　数：地上８階
■敷　　地　　面　　積：，．㎡
■建　　築　　面　　積：，．㎡
■延　　床　　面　　積：，．㎡
■設　　　　計：山・集研設計共同体
■監　　　　理：株式会社日東設計事務所
■施工（建築）：大成ユーレック株式会社
■工　　　　期：年６月日～年６月日

　
コ
ン
フ


ル
和
光
西
大
和
３

号
棟
は

敷
地
奥
の
南
北
方
向
の

Ｎ
１
棟
と

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
面

し
た
東
西
方
向
に
長
い
Ｎ
２
棟
が

エ
キ
ス
パ
ン
シ

ン
ジ

イ
ン
ト

で
﹁
Ｌ
﹂
字
型
に
つ
な
が

た
８

階
建
て
の
建
物

構
造
は
ハ

フ

プ
レ
キ

ス
ト
ボ
イ
ド
ス
ラ
ブ
を

採
用
し
た
Ｒ
Ｃ
造
で

現
場
打
ち

の
在
来
工
法
で
躯
体
を
構
築
す

る

コ
ン
ク
リ

ト
工
事
の
手
順

と
し
て
は
Ｎ
１
棟
を
先
行
さ
せ


Ｎ
２
棟
は
分
割
し
て
２
サ
イ
ク
ル

で
打
設
し
た


　
現
場
運
営
で
最
重
要
視
し
た
の

は

第
三
者
の
安
全
確
保

大
成

ユ

レ

ク
の
石
田
慎
所
長
は

﹁
仮
囲
い
の
す
ぐ
隣
に
既
存
の
団

地
が
あ
り

ゲ

ト
の
前
面
が
居

住
者
優
先
の
一
方
通
行
の
道
路
で

す

搬
出
入
の
た
め
一
方
通
行
を

解
除
し
て
も
ら

て
お
り

工
事

車
両
が
逆
走
す
る
時
は

居
住
者

の
車
は
通
行
を
待

て
い
た
だ
く

な
ど

ご
迷
惑
も
お
か
け
し
ま
し

た

そ
う
し
た
状
況
で

４

５

人
の
交
通
誘
導
員
を
配
置
し

第

三
者
の
事
故
を
絶
対
に
起
こ
さ
な

い
こ
と
を
心
が
け
ま
し
た
﹂
と
説

明
す
る


　
敷
地
は

高
低
差
の
あ
る
傾
斜

地
で
土
留
め
擁
壁
を
設
け
る
必
要

が
あ
り

建
物
周
り
の
ス
ペ

ス

的
な
条
件
に
沿

て
重
機
計
画


仮
設
計
画
を
作
成

空
地
幅
が
３


程
度
の
南
側
は

大
型
重
機
を

配
置
で
き
な
い
た
め

工
事
用
エ

レ
ベ

タ

を
設
置
し
て
資
材
を

荷
揚
げ
す
る
一
方

重
量
物
は
広

め
の
北
側
の
ス
ペ

ス
に
設
置
し

た
ク
ロ

ラ

ク
レ

ン
で
揚
重

し
た


　
躯
体
工
事
の
時
期
は

労
務
不

足
に
見
舞
わ
れ
た

都
内
の
大
型

プ
ロ
ジ

ク
ト
に
躯
体
職
人
が
集

中
し

労
務
確
保
に
苦
心
し
た
そ

う
だ

木
材
な
ど
の
資
材
不
足
も

重
な
り

パ

テ

ク
ル
ボ

ド

や
水
回
り
設
備
が
予
定
通
り
搬
入

さ
れ
ず

内
装
工
事
の
進
捗
に
影

響
し
た


　
島
崎
翔
一
朗
現
場
代
理
人
は

﹁
材
料
の
搬
入
が
遅
れ
た
際
は


工
程
を
組
み
替
え
る
な
ど
し
て
可

能
な
限
り
対
応
し

設
計
図
通
り

施
工
す
る
た
め

Ｕ
Ｒ
様
の
図
集

な
ど
の
資
料
を
参
考
に
要
求
品
質

や
仕
様
を
実
現
す
る
こ
と
に
注
力

し
ま
し
た
﹂
と
話
す


　
石
田
所
長
は
竣
工
を
迎
え
た
心

境
を
﹁
工
事
期
間
中
は
第
三
者
災

害
も
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
の
発

生
も
な
く

最
終
的
に
無
事

期

日
通
り
お
引
き
渡
し
す
る
こ
と
が

で
き
安
堵︵
あ
ん
ど
︶し
て
い
る
と

い
う
の
が
正
直
な
気
持
ち
で
す


ご
近
隣
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解

Ｕ

Ｒ
様

設
計
者
様

監
理
者
様
の

ご
指
導

現
場
ス
タ

フ

作
業

員
の
尽
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
﹂

と
語
る


エントランス

　コンフォール和光西大和は、都心部への交通アクセスに優
れた東武線和光市駅から徒歩圏に立地する、和光市役所など
のシビックコアや、緑豊かな和光樹林公園に囲まれたＵＲ賃
貸住宅団地です。
　日本住宅公団（現・都市再生機構）が年に管理開始し
た西大和団地の建替に当たって年に和光市様と締結した
「西大和団地におけるまちづくり理念に関する協定書」に基
づき、「生涯住み続けたいと思える環境づくり」「多世代が
ともに暮らせる住宅地づくり」を理念とし、このたび、コン
フォール和光西大和３号棟および４号棟竣工の運びとなりま
した。
　和光市駅と和光樹林公園を結ぶシンボル軸を意識した住棟
配置としたほか、多様な世代の方々のニーズに応えられるよ
う、さまざまなタイプの間取りをご用意いたしました。また、
団地内に生活利便施設を誘致するなど、居住者の方々が安心
して住まい続けられるまちづくりを進めてまいりました。お
かげさまで、当初の計画通り、７月には新しい入居者の方々
をお迎えすることができました。
　最後となりましたが、本３号棟、４号棟の竣工に当たり、
ご理解とご協力を賜りました西大和団地居住者の皆さまや地
元和光市の皆さま、ほか関係各位に対し、改めてお礼申し上
げますとともに、今後も住みよいまちづくり、環境づくりに
努めてまいりますので引き続きご支援賜りますよう、よろし
くお願い申し上げます。



ＵＲ賃貸住宅団地　コンフォール和光西大和４号棟
新
た
な
コ
ミ

ニ
テ


形
成
の
場
を
創
出

　
施
工
の
ポ
イ
ン
ト
　
　

試
行
錯
誤
重
ね
コ
ン
ク
リ
品
質
確
保

工
　

事
　

概
　

要

設計コンセプト

人と自然が調和する魅力ある団地

（７） （第３種郵便物認可）２０２３年　（令和５年）　８月１０日　（木曜日）

プレイロット

集会場外観 集会場内観 北西面外観

■工　　事　　名　　称：西大和団地（建替）第Ⅱ期第２住宅建築その他工事
■工　　事　　場　　所：埼玉県和光市西大和団地－２他
■発　　注　　者：独立行政法人都市再生機構東日本賃貸住宅本部
■構　　　　造：ＲＣ一部Ｓ造
■階　　　　数：地上８階
■敷　　地　　面　　積：，．㎡
■建　　築　　面　　積：．㎡
■延　　床　　面　　積：，．㎡
■設　　　　計：山・集研設計共同体
■監　　　　理：株式会社日東設計事務所
■施工（建築）：株式会社ナカノフドー建設
■工　　　　期：年６月日～年６月日

エントランス

　山・集研設計共同体
　　株式会社山設計工房　　代表取締役　照沼　博志
　　株式会社集研設計 　　代表取締役　佐藤　文昭

　本計画は、「融和する環境」をマスターコンセプトとして、
団地の中央を南北に貫き、和光市駅から南に延びるシンボル
軸沿いのケヤキ並木の景観や、団地の持つ豊かな自然環境を
活かしながら、様々な世代が集える住環境を形成することで、
人と自然が融和する魅力ある団地を目指しました。
　シンボル軸を挟んで対峙する二つの街区の各住棟デザイン
には、既存住棟外壁パターンを踏襲して第Ⅰ期建替住棟で取
り入れた水平フィン・スカイラインや、繊細な垂直性が特長
のアルミ樋マリオンを採用することで、西大和団地としての
統一感を演出しています。

　シンボル軸沿いの住棟は、道路から十分な距離を保つこと
で、けやき並木と一体となった豊かな景観を形成するととも
に、足元にはヒューマンスケールな建物やデッキを配置する
ことで、居心地の良い空間としました。
　また、「『ヒト×ダンチ』をつなぐ交流拠点」をコンセプ
トとして、様々な世代が気軽に利用できる集会所を、各街区
の開放的な広場等に面する位置に配置することで、人と団地
をつなぐ新たなコミュニティー形成の場を創出しました。
　これらの実践によって、団地、まち、自然、ひとの結びつ
きをより強め、魅力あふれる新たな日常が映し出されます。

西面外観住戸室内

東面外観

　
現
場
は

ス

パ

マ

ケ


ト
と
既
存
棟
に
挟
ま
れ
た
敷
地


搬
入
路
と
し
て
団
地
内
の
道
路
を

共
有
し
て
い
る
た
め

第
三
者
の

安
全
確
保
を
最
優
先
に
工
事
を
進

め
た

特
に
朝
の
通
勤
・
通
学
時

間
帯
は
和
光
市
駅
や
近
隣
の
中
学

校
に
徒
歩
や
自
転
車
で
向
か
う
居

住
者
が
多
く

工
事
車
両
の
通
行

を
制
限
す
る
な
ど

事
故
防
止
に

努
め
た


　
コ
ン
フ


ル
和
光
西
大
和
４

号
棟
は

長
辺
方
向



短
辺

方
向
約



Ｒ
Ｃ
造
８
階
建
て

の
﹁
Ｉ
﹂
型
の
集
合
住
宅


　
ナ
カ
ノ
フ
ド

建
設
の
小
湊
浩

二
所
長
は
﹁
在
来
工
法
に
よ
る
難

度
の
高
い
工
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が

労
務
不
足
へ
の
対
応
に
苦
心

し
ま
し
た

鉄
筋
工
の
不
足
に
対

し
て
は

鉄
筋
を
先
組
み
し

ク

ロ

ラ

ク
レ

ン
で
所
定
場
所

に
揚
重
す
る
こ
と
で

少
な
い
人

数
で
も
工
程
が
遅
れ
な
い
よ
う
工

夫
し
ま
し
た

Ｕ
Ｒ
さ
ま
が
指
定

す
る
ハ

フ
プ
レ
キ

ス
ト
ボ
イ

ド
ス
ラ
ブ
と
鉄
筋
を
セ

ト
し
終

わ

た
ら
工
区
を
２
分
割
し

東

側
に
設
け
た
２
カ
所
の
ゲ

ト
か

ら
ポ
ン
プ
車
を
建
物
両
側
に
配
置

し
て

両
工
区
同
時
に
１
フ
ロ
ア

ず
つ
積
み
上
げ

１
フ
ロ
ア

日

の
サ
イ
ク
ル
で
躯
体
を
構
築
し
ま

し
た
﹂と
作
業
手
順
を
説
明
す
る


　
設
計
図
通
り
の
性
能

品
質
が

要
求
さ
れ

Ｕ
Ｒ
独
自
の
仕
様
も

あ
る
た
め

図
集
な
ど
の
資
料
を

参
考
に
施
工

特
に
コ
ン
ク
リ


ト
の
工
事
の
管
理
に
は
大
変
苦
労

し

試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な
が

ら
改
善
さ
せ
て
行

た
と
い
う


　
内
装
工
事
の
時
期
は

床
材
な

ど
の
木
材
製
品
が
不
足

品
薄
状

態
が
続
く
中
で
取
引
先
の
尽
力
に

よ
り
必
要
量
を
確
保
で
き

工
期

に
間
に
合
わ
せ
た


　
引
き
渡
し
を
終
え
て
小
湊
所
長

は
﹁
建
設
業
界
を
取
り
巻
く
情
勢

が
厳
し
い
中
で

な
ん
と
か
竣
工

に
こ
ぎ
着
け
る
こ
と
が
で
き
ほ


と
し
て
い
ま
す

近
隣
の
皆
さ
ま

の
ご
理
解

Ｕ
Ｒ
さ
ま

設
計
者

さ
ま

監
理
者
さ
ま
の
ご
指
導


工
事
関
係
者
の
努
力
の
た
ま
も
の

と
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
﹂
と
謝
辞

を
述
べ
る



